
令和４年度 鹿児島県図書館大会報告 

 

 令和４年 11月９日（水），かごしま県民交流センターにおいて，令和４年度鹿児島県図書

館大会を開催しました。大会テーマ

のもと，各種表彰や基調提案，分科会，講演が行われて，公共図書館や学校図書館の学

校図書館の関係者を中心に，550人の参加がありました。 

 

１ 表 彰 （敬称略） 

（１）子どもの読書活動推進優良図書館等 〔鹿児島県教育委員会〕 

  ○ 瀬戸内町立図書館             （子どもの読書活動推進優良図書館） 

  ○ 出水市立米ノ津東小学校            （子どもの読書活動推進優良校） 

  ○ 中種子町立油久小学校             （子どもの読書活動推進優良校） 

  ○ 姶良市立蒲生中学校              （子どもの読書活動推進優良校） 

  ○ 県立頴娃高等学校               （子どもの読書活動推進優良校） 

  ○ 串木野小学校読み聞かせグループ 花さき山  （子どもの読書活動推進優良団体） 

 

（２）全国優良読書グループ〔鹿児島県図書館協会（読書推進運動協議会の伝達）〕 

  ○ 串良小学校読み聞かせグループ  こころのしずく （鹿屋市）  

 

（３）優良読書グループ 〔鹿児島県図書館協会〕   

  ○ 伊敷台小学校 朝の読み聞かせボランティア いちょう（鹿児島市）  

  ○ 読書ボランディアグループ 虹色のゆめ（出水市）  

  ○ 垂水小学校 読み聞かせボランティア くすくす（垂水市）  

  ○ おはなしのとびら とんとん（西之表市） 

 

（４）公共図書館永年勤続者 〔鹿児島県図書館協会〕 

  ○ 鹿児島市立図書館   松下 香織  

  ○ 鹿児島市立図書館   前原 由紀子  

 

（５）学校図書館（室）功労者 〔鹿児島県学校図書館協議会〕 

  ○ 明石 浩久   （前会長） 

  ○ 有村 真由美 （前副会長） 

  ○ 福元 智美  （前小学校司書部員） 

  ○ 中山 武広  （前評議員） 

  ○ 中村 成美  （前評議員） 

  ○ 川﨑 孝   （前評議員） 



２ 基調提案 

  大会テーマ ，サブテーマ を

踏まえ，

の方向性を示したことで，各分科会で協議を深めるための提案がなされました。 

 

３ 分科会（敬称略） 

  今年度の分科会は，９の分科会から２つ選んで参加する方法で行われ，事例発表をもと

に活発な協議が行われました。 

 

〔小学校部会Ａ〕 

  「学校図書館経営～中規模校の現状と課題～」 

鹿児島市立明和小学校 司書 福田 瑞代 

 〔小学校部会Ｂ〕 

  「人と人，人と本とをつなぐ図書館を目指して～大規模校の工夫と実践～」 

            鹿児島市立吉野小学校 司書 松下 美和 

 〔中学校部会〕 

  「地域とつながる学校図書館～公共図書館・学校・家庭との連携をとおして～」 

            霧島市立牧園中学校 司書 國師 美沙代 

 〔高等学校部会〕 

  「学校図書館からの情報発信」 

            県立川薩清修館高等学校 司書 坂口 味穂 

 〔公共図書館部会Ａ〕 

  「地域と共にあゆむ公共図書館」   鹿屋市立図書館 館長 樫田 博史 

 〔公共図書館部会Ｂ〕  

  「『知りたい』を育む児童サービス」 

指宿市立山川図書館 館長 久川 文乃 

 〔公共図書館部会Ｃ〕 

  「まちづくりと公共図書館」   鹿児島市立図書館 副館長 小城 裕子 

 〔幼稚園・保育園部会〕 

  「心を育む読書活動を推進する幼稚園」  共立幼稚園 主幹 田中 明美 

 〔読書グループ部会〕 

  「地域に広がる読書の輪～文庫結成とその活動～」 

ひだまり文庫 代表 鳥羽 啓子 

 

 



４ 講 演  

 ○ 演 題   「図書館における電子書籍の現状と将来像 

―調査に基づく with/after コロナの課題―」 

 

 ○ 講 師   専修大学文学部 教授  植村 八潮  氏 

  図書館と出版を取り巻く環境の変化をはじめ，電子書籍の将来像を分かりやすくご教授

くださいました。「電子書籍はプロセスに過ぎない」や「電子書籍をアナログの延長で捉

えてはいけない」というお言葉から，図書館の将来像について，改めて深く考えさせられ

ました。また，参加者の感想には，「電子書籍の認識が変わった。」，「紙と電子を両方とも

活用できるよう，もっと知りたいと思った。」など，新しい図書館の役割について考える

機会になったという内容が多く見られました。 


